第３２回宇都宮市民芸術祭　日本画部門審査所感

　　　　　　　　　　　　　　　　　　審査員・運営委員　田　村　幸　二

　例年になく，出品作品数が少なく残念ではあるが，出品作品は力の入った丁寧な絵づくりが工夫されていて好ましい。

　全作品をとおして，日本画の絵具の特徴を生かし効果的な技法や絵づくりがみられている。

　昨年までみられた，若手作家（含学生）の出品が見られなかった。

　日本画を趣味とするカルチャー活動家が結構多い割りに積極的な出品参加が

今年度少なかった感がある。

　水墨画の出品者も更に増えることが望まれる。
